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平成25年4月から半年の間，NHKの朝ドラ「あまちゃん」に再三登場していた「北
三陸鉄道」。ほとんどの視聴者は，この鉄道が岩手県の三陸鉄道をモデルにして
いることはご存じだと思います。特に震災から僅か5日で運行再開するシーン

（被災地の車の中で復旧を決断する時の様子や運行再開日に小旗を振って祝う沿
線住民の姿など）は，現実の出来事をかなり忠実に再現していたように思います。
三陸鉄道に限らず，震災で被災した地域鉄道は，小さな所帯にもかかわらず，様々
な創意工夫と多くの方々からの支援により，着実に復旧を果たしてきました。
復旧の舞台裏で行われた様々な取り組みは，全国の地域鉄道事業者にとっても
非常に有用な情報と考えます。
本誌では，筆者が当時，東北運輸局鉄道部での勤務を通じて学んだことの幾つ
かを紹介したいと思います。
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【特別記事（寄稿）】

特集　地域鉄道を支える

さな鉄道事業者にあっても，昼夜を問

わず復旧工事に励みながら，その舞台

裏では様々な創意工夫を凝らし，また，

外部からの手厚い支援を受けて復旧を

成し遂げることができました。

　復旧の過程で行われたこうした取り

組みは，今後の地域鉄道の防災を考え

るうえでも非常に貴重な経験・ノウハ

ウであると考えています。筆者は，発

災当時，東北運輸局鉄道部に勤務して

おり，その業務を通じて学んだ，幾つ

かの貴重な取り組みを本誌に紹介させ

ていただきます。

東日本大震災と地域鉄道
　東日本大震災は，東北新幹線を始め

として東北の鉄道網に甚大な爪痕を残

し，特に津波が襲った沿岸部の鉄道は

駅舎や線路を無残な姿に変えてしまい

ました。「あまちゃん」で有名になっ

た三陸鉄道（図1）のほかにも，仙台空

港鉄道，阿武隈急行，仙台臨海鉄道な

ど幾つもの地域鉄道が大きな被害を受

けました。

　現在では，来年4月の全線復旧を目

指す三陸鉄道を残し，全ての地域鉄道

が復旧しましたが，こうした所帯の小

図1　三陸鉄道南リアス線盛～吉浜間運行再開（25.4 .3）

外部からの支援が復旧を後押し
　被災当日，周囲が停電する中で列車

内に対策本部を設置して被災情報等を

収集した三陸鉄道（図2），浸水した機

関車を社員が根気強く磨き上げ修復さ

せた仙台臨海鉄道，水没した指令設備

を復旧する際，被害のなかった2階に

移設した仙台空港鉄道，混乱と疲労困

ぱいのなかでJR貨物の「緊急石油列

車」を運行するため軌道整備にまい進

したIGRいわて銀河鉄道など，様々な

地域鉄道事業者が不眠不休の努力と創

意工夫により復旧を進めました。

　勿論こうした個々の事業者の取り組

みの中にも沢山の貴重な知見が存在し

ますが，東日本大震災における被害は

余りにも甚大で，地域鉄道事業者が単

独で対応できるレベルをはるかに上回

り，外部からの支援が不可欠でした。

　そこで本誌では，復旧の過程で行わ

れた全国の鉄道関係者からの手厚い支

援等にスポットをあてて紹介します。

　なお，前述した個々の事業者による
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取り組みは，東北の鉄道事業者等が共

同で編さんした復興誌「よみがえれ！み

ちのくの鉄道～東日本大震災からの復

興の軌跡～」でご覧いただけます（図3）。

　（http://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/

td/td-sub100 .htm）

全国の技術者集団からの支援
鉄道・運輸機構による技術支援

　駅や地下トンネルが水没した仙台空

港鉄道では，被害調査や復旧対策につ

いて，自社の現有部署の技術力と要員

では困難と判断し，鉄道建設技術を有

し，過去，同鉄道の建設にも携わった

鉄道・運輸機構（独立行政法人 鉄道建

設・運輸施設整備支援機構）に協力を

請うことが最適と考えました。

　要請の結果，鉄道・運輸機構は，2

名の技術者を仙台空港鉄道へ常駐させ，

復旧業務に従事させたほか，鉄道・運

輸機構内にも「仙台空港鉄道復旧支援

チーム」を編成するなど，極めて短時間

で復旧支援体制を整えました（図4，図5）。

　同様に，復旧総額約108億円にも及

ぶ被害を被った三陸鉄道においても，

鉄道・運輸機構が全面的なバックアッ

プ体制を敷いてくれました（仙台空港

鉄道と同じく，鉄道・運輸機構（当時

は日本鉄道建設公団）は，過去，三陸

鉄道の建設にも携わっていました）。

　三陸鉄道の要請を受けて，鉄道・運

輸機構は復旧工事の施工管理全般を担

い，南北リアス線にそれぞれ現地事務

所を設置して現在も復旧工事に取り組

んでいます。

　ちなみに，震災直後の平成23年7月

に開催された三陸鉄道の株主総会で了

承された全線復旧目標は，鉄道・運輸

機構の全面的な支援が得られることが

前提とされていました。

鉄道総研グループによる支援

　阿武隈急行では，震災により長大橋

りょう及び高架橋に甚大な被害が発生

しましたが，過去にこのような被災や

復旧の経験のない同社では，被害の評

価と復旧工法の選定に関する判断に苦

慮する状況にありました。確かに，損

傷部材を全て撤去し新たに再構築する

か，既存の部材を補修しながらうまく

活用して修復するかの技術的判断は難

しく，かつ，コスト面や工期面にも大

きく影響します。

　そこで，阿武隈急行からの相談をう

けた東北運輸局の紹介によって，被災

施設の健全度判定等のノウハウを有す

るジェイアール総研エンジニアリング

に技術指導を依頼し，現地調査を踏ま

えた構造物の健全度把握，復旧工法に

ついてアドバイスを受けました。その

結果，最も適切で迅速な復旧工法が選

択され，平成23年5月16日に全線で

図2　三陸鉄道の列車内に設置された対策本部
（23.3 .11～）

図3　復興誌「よみがえれ！みちのくの鉄道」

図4　仙台空港鉄道の復旧に向けた鉄道・運輸機構の支援体制
資料：「よみがえれ！　みちのくの鉄道　～東日本大震災からの復興の軌跡～」

図5	 仙台空港鉄道の復旧について打合せする
鉄道・運輸機構の職員等
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運行再開を果たしました。

　また鉄道総研は，鉄道の早期の復旧・

復興を目的に，平成23年12月に「鉄

道の震災復旧・復興に向けた技術提案」

を作成し，地域鉄道を含め鉄道事業者

等に提案するとともに，三陸鉄道を支

援した鉄道・運輸機構に対して，補強

盛土一体橋梁や，ジオセルと地山補強

材によるのり面工法など，新工法によ

る復旧の技術的協力を行ってきました。

鉄道事業者からの支援
全国の臨海鉄道会社による仙台臨海鉄

道への支援

　仙台臨海鉄道では，所有する3両の

機関車全てが完全に浸水し，使用不能

となりました。そのうち比較的被害の

少なかった1両は自前で修理・修繕に取

り組み，何とか修復にこぎ着けました

が，他の機関車2両の被害は激しく，修

復の目途が立たない状況だったことか

ら，荷主企業からの運転再開要請に対

応できないことが危惧されていました。

　そのため，全国の臨海鉄道グループ

の協力により，秋田臨海鉄道及び京葉

臨海鉄道の休車を活用することになり，

それぞれ，平成23年11月，平成24年

5月に機関車を現地に運び込み，何と

か予定した期日までに輸送再開を果た

すことができました（図6）。

IGRによる三陸鉄道への支援

　震災後，まだほとんどの区間で運休

中の三陸鉄道から，IGRいわて銀河鉄

道（IGR）に対し，鉄道復旧までの期間

に限った職員の受け入れについて要請

があり，IGRは，この要請を踏まえて

平成23年8月1日付けで，三陸鉄道の

職員4名をIGRの社員として採用，車

掌兼駅員として約1年間の業務に従事

することとしました（図7）。続いて，

平成24年4月にも新たに6名の職員を

受け入れています。

東北ローカル線復興支援キャ
ンペーン

　東北の地域鉄道は，震災により長期

間運休したり，運行再開後もしばらく

の間は風評被害等により団体観光客の

キャンセル等が相次ぎました。

　このため，東北運輸局，東北鉄道協

会（会長：澤田長二郎 津軽鉄道代表取

締役社長，東北の民鉄，三セク鉄道等

19事業者で構成）が音頭をとり，各鉄

道事業者等と連携しながら，被災鉄道

事業者に対する激励，早期復旧に向け

た機運醸成等を目的として様々な取り

組みを進めました。

　具体的には，13の旅客鉄道事業者

による「ご乗車・ご支援 感謝キャン

ペーン（平成23年4月～8月，図8）」や，

復旧に向け奮闘する職員の姿等を伝

える「がんばろう東北の鉄道！リレー

写真展」（平成23年6月以降11箇所で

開催），有名芸能人を招いた復興祈念

イベント（図9）などを精力的に展開し，

被災鉄道事業者や鉄道復旧を心待ちに

する沿線住民の励みになったと思って

います。具体的な活動内容は東北運輸

局のホームページでご覧いただけます。

　（http://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/

td/241105/td-sub120 .htm）

　震災直後の混乱する状況のなかで，

こうした活動がいち早く実現したのは，

数年前から東北鉄道協会に加盟する鉄

道事業者が進めてきた「技術力共有化

事業（大規模な合同訓練の実施，枯渇

した部品や機器の融通等）」などによっ

て，様々な課題や困難を，鉄道事業者

間の連携により解決しようとする土壌

が培われていたことが大きな要因と考

えています。

　少し余談になりますが，東北新幹線

も復旧していない平成23年4月14日，

東北鉄道協会に加盟する被災10鉄道

事業者の社長等が夜行バス等に便乗し

て国土交通省を訪れ，鉄道局長等幹部

に対し，被災直後の鉄道現場の惨状や

早期復旧に向けた職員の奮闘ぶり等に

ついて報告するとともに，鉄道復旧に

向けた課題などについて熱心な意見交

換を行っています（図10）。

大震災を踏まえた課題
外部との連携強化

　前述した幾つかの事例のように，こ

のたびの震災からの復旧にあたって

は，鉄道・運輸機構やジェイアール総

研エンジニアリングなど，高い技術力

を有する組織がバックアップしてくれ

ました。一般的に，地域鉄道において

は，平時の業務量を踏まえたギリギリ

の経営効率化が求められていること等

図6　秋田臨海鉄道から仙台臨海鉄道への機関車引き渡し
（23.11.8）

図7　三陸鉄道職員のIGR入社式
（23.8 .1）
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により運輸・車両検修・保線系の職

員に比べ，復旧現場で必要な建設系職

員の数が少ないことが多く，大がかり

な復旧業務を遂行するには組織力や技

術力が追いつかないのはやむを得ない

のかもしれませんが，平素のうちから，

全国の鉄道事業者や鉄道関係者との間

で，大災害発生後の協力体制の構築に

向けた検討・協議を進めておくことは

非常に大切なことと考えます。

危機管理体制の強化

　このたびの震災において，鉄道電話

（ソフトバンクテレコムのJR電話サー

ビス）など鉄道固有の通信機器はある

程度機能しましたが，地震直後に乗客

を避難所等に誘導するために乗務員が

列車を離れた後，指令との連絡が途切

れた事例，運転指令所や本社自体が津

波で機能喪失した事例，通信系ライフ

ラインが寸断されたことによる情報収

集及び連絡手段の喪失，燃料の枯渇に

よる非常用電力の供給停止への懸念や

施設点検用自動車及び列車（気動車）の

運行への制約，バス等公共交通機関の

運休やマイカーの燃料不足による通勤

困難社員の発生など幾つもの課題が散

見されました（誌面の都合上省略しまし

たが，詳しくは前述の復興誌「よみがえ

れ！みちのくの鉄道～東日本大震災か

らの復興の軌跡～」をご覧ください）。

　こうした事態を経験した鉄道事業者

は，これら課題のひとつひとつについ

て，例えば，①仮に本社機能が喪失し

た際の代替オフィスの確保，②非常用

発電燃料の備蓄量の再検証，③災害時

優先電話回線の確保・増強，④食料等

防災関連物資の備蓄，⑤指令員・乗務

員の出勤人数に応じた列車運行パター

ンの検討、等に取り組み，自社の災害

マニュアル等に適切に反映させておく

必要があると考えます。

次の大規模地震災害への備え

　震災から2年半を経過し，既に関係

各所で次に想定される大規模地震災害

（首都直下地震，南海トラフ地震）に

備えた議論が進められていますが，東

日本大震災を経験した地域鉄道にあっ

ては，復旧過程における反省・知見を

踏まえた改善策を自らの鉄道現場に反

映させ，より安全な鉄道として再構築

すること，そしてその知見やノウハウ

を埋没させることなく，全国の鉄道事

業者に積極的に展開することで，近い

将来に必ず起こるといわれている次の

大震災の被害を少しでも減じることが

できるよう，真摯に取り組んでいくべ

きだと考えます。

　最後になりますが，現に三陸鉄道が

東日本大震災からの復興のシンボルと

なっているように，3.11以降，東北では

被災鉄道の運行再開が被災地の復興を

着実に後押しし，地域住民に計り知れ

ない勇気を与え続けてきたことは紛れ

もない事実であることを，この機会に

申し上げておきたいと思います。

図8　東北ローカル線 ご乗車・ご支援 感謝キャンペーン
（23.4 .29～23.8 .31）

図9　復興支援イベント「がんばろう！ 三鉄の集い」
（23.6 .29）

図10　東北鉄道協会による緊急要望
（国土交通省鉄道局　23.4 .14）


